
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江戸の粋を辿る：大山道ウォーキング 

（全 11回） 

 
江戸時代、庶民の間で爆発的な人気を誇った「大山詣」。当時の人々にとって、信仰とレジャーを 

兼ねたこの旅は、日常を脱ぎ捨てる最高のアドベンチャーでした。 

  

2026 年 4 月、その熱気を追体験する「大山道シリーズ」が始動します。 

東京・赤坂御門を起点に、終着の伊勢原道灌御柱まで、全 11 回にわたり歴史の足跡を辿ります。 

 

 

➢ 歴史の追体験： 浮世絵にも描かれた活気あふれる「大山講」の雰囲気を感じながら、古地図と現代

の街並みが交差する瞬間を楽しみます。 

➢ 変化に富んだ景観： 都心の喧騒から、多摩川の自然、そして丹沢の山並みを望む相模路へ。一歩

ずつ景色が「旅」の色を帯びていく達成感は格別です。 

➢ 仲間との絆： 全 11 回、同じ道を歩む仲間と共に季節の移ろいを感じ、江戸の粋な文化に触れる豊

かな時間を共有しましょう。 

「富士に登らば大山に登るべし」と言われた聖地を目指し、 

あなたも現代の旅人として第一歩を踏み出してみませんか？ 

大山道シリーズの魅力 

No 開催日 区間（予定） 見どころ 集合駅 担当 

1 
4 月 13 日

（月） 

江戸上赤坂御門 

～三軒茶屋 

江戸時代の歴史の「まち」を見学しな
がら、途中 外苑のイチョウ並木。 
昼食は渋谷駅横のビル屋上公園で
と、….彩り豊かなコースです。 

永田町駅 佐藤 

2 
5 月 22 日

（金） 
三軒茶屋～二子新地 

世田谷資料館や代官屋敷の見学、リ
ニューアルされた馬事公苑での昼食
など、お楽しみが満載のコースです。 

三軒茶屋 佐藤 

3 
6 月 6 日

（土） 
二子新地～宮崎台 

多摩川の河川の低地から武蔵野台
地への登りになります。途中の「大山
街道ふるさと館」を見学します。 

二子新地

駅 
柳田 

  

下記表の番号(No)順に繋げると、出発地点から到着地点まで一本の道になります。各区間をより魅力的な時期に

歩いていただこうと、開催日順に少々並び替えておりますので、ご了承ください。 



 

 

 

 

 

 

 

No 開催日 区間（予定） 見どころ 集合駅 担当 

9 
7 月 18 日

（土） 
荏田～青葉台 

日野往還と大山道の交差点に往時
面影が残る旅籠綿屋、その先に一里
榎も残っています。 

江田駅 飯塚 

10 
8 月 15 日

（土） 
青葉台～長津田 

長津田の宿には、火伏観音で知られ
る隋流院、大石神社、上宿常夜灯が
残っています。 

青葉台駅 飯塚 

11 
9 月 21 日

（月） 
長津田～下鶴間 

道中、五貫目の道祖神や目黒の交差
点付近では古い石仏が点在していま
す。 

長津田駅 飯塚 

4 
10 月 3 日

（土） 
宮崎台～荏田 

閑静な雰囲気が漂う丘陵地帯を歩き
ます。江戸時代の名残や古い板碑、
大蛇伝説が語り継がれる歴史スポッ
トを巡ります。   

宮崎台駅 柳田 

5 
12 月 18

日（金） 
下鶴間～西鶴間 

安政３年築の商家「下鶴間ふるさと
館」は、貴重な資料を展示。かつては
大山道と八王子道が交わる宿場町と
して賑わいました。 

大和駅 田原 

6 
1 月 18 日

（月） 
鶴間～海老名 

街道沿いには、不動明王像などの石
像が見られ、暴れ川であった目久尻
川には街道で唯一の石橋が架けられ
ていました。   

大和駅 田原 

7 
2 月 17 日

（水） 
海老名～愛甲石田 

遊相日記の風景を辿る、海老名から
愛甲石田への道。相模川の渡河地点
や旧跡を巡れば、崋山が見た江戸の
情景が浮かび上がります。 

海老名駅 田原 

8 
3 月 19 日

（金） 

愛甲石田 

～伊勢原御柱 

大山街道・最終回。太田道灌ゆかり
の地を巡り、終着点の御柱前へ。往
時は御師が出迎え、翌日は太刀を担
いで阿夫利神社でしょうか。 

愛甲石田

駅 
田原 

懺悔懺悔、六根清浄 


